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１．はじめに

我々の共同研究会が提唱する「積極的な撤退」について 「交通利便性のよさ 「まと、 」、

」 、 。まって移転 が必要であると考える理論的な背景を 先行研究を整理することで示したい

２．交通利便性のよいところへ移転する理由

人口減少に伴いサービスを縮小したバスやタクシーの代わりに、住民は移動手段として

自家用車を確保する。自家用車の普及によって、利用客がさらに減少するため、バス・タ

クシーは廃止・休業する 。高齢者や児童・生徒などの交通弱者は移動手段がなくなって1)

しまう。その対策として、自治体はバス代行輸送や、近年では構造改革特別区域の指定な

どを受けて有償輸送に取り組んでいる（ 年 月現在で 自治体） 。ただし、バス2006 11 38 2)

輸送はバス維持費などの経費がかかる。有償輸送はバス輸送よりも安上がりで次代の過疎

地交通システムとして期待が持てるが、運転手自身も高齢者であることが多く 、継続す3)

るうえで大きな障害となりうるし、著しく高齢化の進んだ集落ではそもそも運転手が確保

できない。一方で、加齢に伴う身体機能の低下により、運転者自身が高齢者となり自家用

車の運転が難しくなった時点で、移動手段は大幅に制限される。子供やその配偶者、ある

いは集落住民に運転を頼むのは気を使うし、気兼ねするという高齢者も多い 。高齢者4 5) )

は自らの意思で自由に移動できる手段を欲しているが、有償輸送の運転手すら確保できな

いところでは、その希望実現は絶望的である。このようなところでは、徒歩が唯一高齢者

が持ちうる自由に移動できる手段となる。以上の点から、市町村内で最も交通利便性のよ

いところ、すなわち、徒歩商業施設や医療施設を徒歩で利用でき、他の市町村への移動は

鉄道を利用できるようなところへ移転するのがよいと考えられる。

３．まとまって移転

３－１．まとまって移転する理由

高齢者は新しい環境に適応する力が弱く 、特に、近所づきあいについては移転前の
4 6) )

ほうがよいと感じる割合が他の世代と比較して高い ので、できる限り移転前の近所づ7 8) )

きあいが移転後も維持されることが望まれる。また、社会的・地理的な集落のまとまりと

いう単位を崩して行政が個別に移転を進めると 「間引きだ」 とか「強制されているよ、
8)

うな感じ」 など、集落移転には一応合意していても、不満が残るおそれがある。以上の
9)

点から、集落のまとまりを維持した移転が望ましいといえる。
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３－２．まとまって移転するための手段

そこで着目したいのが、集落のまとまりを維持するうえで重要な役割を果たしている宗

教施設と共有林である。神社は集落の氏神を祀っており、神社の例祭は集落の結束を強め

る装置として機能している 。寺院は皆で法話を聞いたり食事をしたりという娯楽ととも
10)

に、精神的な支えを高齢者に供給する役割を持つ 。また、共有林は文字通り集落住民の
4)

「共有」財産である。移転する際にこれらを残しておけば、まとまりを維持させ、同じ移

転先に移住させることが期待できるが、旧集落の住民組織をそのまま復活させ移転先集落

の住民組織に加入しない 、あるいは独立した区としての承認要求 など、移転先住民と
11 6) )

の間に問題が生じるおそれがある。これを解決するには、話し合いに基づく双方住民の譲

歩に委ねるしかない。

また、集落内での移転に関する合意形成も、全員がすべての点で一致することは難しい

としても、集落のまとまりを維持した移転には必要と考えられる。その際には、集落運営

の中心となっている層の果たす役割が大きい。彼らが移転に対してどう反応するかで、他

の人々の反応も決まってしまう場合が先行研究で観察されている 。12 13) )

４．おわりに

我々の共同研究会の目的の つは、過疎地という「自立基盤を失った地域に取り残され1
た人々」 の救済方法を考えることにある。生まれ育ったムラが産業廃棄物処理場になる14)

という苦渋の決断を住民にさせる ことは、何としても避けたいところである。住民の生
15)

活と共同体を守るため また地域の環境の持続性を高めるためにも 具体的手法も含め 積、 、 「

極的な撤退」についての研究を進めていきたい。

、 、 、 、 「 」本稿執筆にあたり 林直樹氏 一ノ瀬友博氏 齋藤晋氏 村上徹也氏をはじめとした共同研究会 撤退の農村計画

のメンバーの皆さまから多大なるご協力・アドバイスを頂きました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。
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